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誰が日本の医療を壊すのか

富山県医師会副会長　堀地　　肇

　２０２５年が始まりました。昨年は能登半島地震で
１ 年が始まり、県医師会でも郡市医師会や医療機
関のご支援により能登北部に JMAT を派遣しま
した。巨大地震や各地での水害など、日常的に災
害の発生する時代となりました。また、新型イン
フルエンザや新型コロナウイルス感染症など新
興・再興感染症も大きな災害と言えるでしょう。
その結果、医療は臨機応変に活躍することを求め
られ、必死の思いで社会の要請に応え経験を積ん
できました。ただ、長年の医療費抑制策と昨今の
物価高・人手不足の中で医療は冗長性を失い、再
び医療崩壊への道を進んでいるようにも思えます。
　今や少子化が将来の医療の姿を変えようとして
います。出生率の年次推移を見ますと２０００年代半
ばに小さな窪みがあります。２０００年から２００６年の
小泉純一郎内閣の時代は非正規雇用が一気に解禁
された時代でもありました。派遣労働が一般的と
なり、貧困層が拡大し、ごく少数の超富裕層との
間の格差が拡大固定化された時代でもありました。
経済的な余裕のない中では結婚や子育ても困難と
なりました。小泉内閣では医療や福祉は軽視され、
医療費の自然増を毎年２２００億円ずつ削減し、さら
にはマイナス３．１６％という史上最大の診療報酬改
定（削減）も行われました。竹中平蔵経済財政政
策担当大臣をブレインとし、新自由主義経済のも
と、富める者にはより自由な収益の手段を与え、
搾取された貧困層には極めて冷淡な時代でした。
　解決を求められる課題の増加に対して、我が国
の医療は国際的な比較においても十分に結果を出
してきました。その明確な指標が平均寿命の延長

とコロナウイルス感染症での死亡率の低さと考え
ています。ただ、優れた日本の医療も政府や経済
界から疎んじられてきました。昨年 ６ 月の診療報
酬改定では０．８８％の本体増とされましたが、政府
の失政とも言えるこの物価高の中で、公定価格で
ある診療報酬が大きく抑制されたことは理不尽と
さえ思えます。２０２３年の物価上昇率３．１％、２０２４
年は１２月２０日総務省発表の消費者物価指数は前年
同月比で２．９％の上昇となっています。診療報酬
改定は ２ 年に １ 回であり、 ２ 年分の物価上昇率
６．０％と比較すれば、実にマイナス５．１２％の診療
報酬本体部分の実質的削減とも言えます。全国の
国立大学病院の窮状や都内病院・全国産婦人科医
療機関の半数以上が赤字になっているなどの新聞
報道が見られるようになりました。財政制度等審
議会財政制度分科会会長代理の増田寛也日本郵政
社長は以前より徹底した医療叩きに終始し、必死
の思いで社会の要請に応えた新型コロナウイルス
感染症への対応さえも儲けすぎと断じ、診療報酬
の５．５％削減を強く提言していました。そして前
内閣の鈴木俊一財務大臣、武見敬三厚労大臣の折
衝を経て岸田文雄総理大臣が史上最大の診療報酬
実質的削減を現実のものとさせました。
　世の中の動きを見ていますと、社会や政治を動
かす力は正の論理ではなく負の感情であると思え
ます。その負の感情の中でも最も強いものは、被
害感情と怒りと言われています。トランプ次期大
統領はその感情を最も上手に利用した選挙戦を展
開したとも言えます。今年は参議院議員選挙があ
ります。自分たちの代表者を大きな票数によって
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国会に送ること、理解していただける議員を大切
にすることは、これからの日本の医療を支えてい
く上で重要なことといえます。そして、「誰が日
本の医療を壊すのか」を忘れてはならないと思い
ます。今、熱くならなければ医療は南極の氷山と
同様に崩壊が進むかもしれません。
　医師会は情報の伝達に多額の費用を使っていま
す。この厳しい経済情勢の中、会の運営の効率化

を図るために大幅値上げと遅延の進む郵便の徹底
的削減を図っています。少しでも効果的に会員の
先生方に情報をお伝えするため、医師会の LINE
を始めました。今後はメールの「たてやま通信」
と「富山県医師会 LINE」で情報伝達を的確に行
いたいと考えています。ぜひ登録をお願いいたし
ます。

富山県医師会
LINE友だち募集中!

富山県医師会では最新の研修会開
催情報や、緊急性や重要性の高い
周知情報等を LINE 公式アカウン
トにてご案内致します。皆様には
ぜひ友だち登録をお願いします。

お問合せ：富山県医師会事務局
　　０７６-４２９-４４６６

たてやま通信登録のお願い
　本会では、日本医師会や関係団体からの情報について会員の先生方へメールマガジ
ン「たてやま通信」にてお知らせしております。この「たてやま通信」では、HP掲
載情報を皆様にお知らせするのみならず、各種講演会情報、重要性・緊急性の高い情
報（例：感染症情報）も発信しており、現在約７００名の会員から登録をいただいてお
ります。
　より早く、より確実に会員の先生方に情報をお届けできるようにメールアドレスの
登録をお願いしております。

登
録
方
法

E-mail にて受付いたします。E-mail に件名を「たてやま通信希望」として所属
郡市医師会、医療機関名、医籍登録番号（日医会員の方は日医会員 ID でも可）、
氏名を明記の上、送信願います。
E-mail : ishikai@toyama.med.or.jp


